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本解説書は、ＰＣ Ｓｅｒｖｅｒ上のメッセージリスト（送信状況照会機能）の画面項目： 

「参照」に表示されるデータ値の設定方法を解説しています。 
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１．画面項目：参照の表示内容設定  
   画面項目：参照はＷｉｌＣｏｍｍが取得したスプールファイルデータの 
   内容により設定されます。この設定はＷｉｌＣｏｍｍのシステム設定機能 
   【ＷｉｌＣｏｍｍＣｏｎｆｉｇ】で行います。 
   当マニュアルではメッセージリスト上の画面項目：参照を設定するための 
   箇所のみの説明となっています。 
   このＷｉｌＣｏｍｍＣｏｎｆｉｇはＷｉｌＣｏｍｍを動かすための核と 
   なるデータが設定されていますので、操作には十分注意をお願いいたします。 
   その他設定項目（設定内容）につきましては弊社にお問合せくださるよう 
   お願いいたします。 
 

  １－１．システム設定機能【ＷｉｌＣｏｍｍＣｏｎｆｉｇ】 
 
   ①［ｽﾀｰﾄ］／［ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ］／［WilComm Universal］／［WilComm Config］を 
     実行します。 

 
    ウィルコムコンフィグレーション画面が表示されます。 
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   ②［表示］／［ピックアップグループ］を実行します。 
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   ③該当するピックアップグループ（上記②の例では「AS400」）をダブル 
    クリックします。 
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   ④「ファイルの取り出し」という枠にある、設定項目：参照の矢印ボタン 
    をクリックします。 

 
    上記ウィンドーより該当する参照の設定方法を選択し、詳細ボタンをクリックします。 
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・スプールファイル属性 

    
スプールファイルの属性がメッセージリストに表示されます。 
矢印ボタンをクリックすることにより各種属性が指定できます。 

 
どの属性情報を使用する決定します。 
例：FILE  … スプールファイル名 
  FORMTYPE … 用紙タイプ 
  USER  … スプールファイルの作成者 
  WCUSRDTA … ユーザーデータ 
  
・ファイル名 
この設定では詳細ボタンは画面に表示されません。 
ここで設定されるファイル名はスプールファイル名ではない事に注意して 
ください。 
WilComm は AS/400 で作成されたスプールを PC Server に転送する際に 
テキスト化します。このテキスト化されたデータは WilComm が自動で 
付番したファイル名（先頭 S＋連番）で保持されます。 
ここで作成されたファイル名が、この設定を使用した時に、メッセージ 
リストに表示されます。 

 - 7 - 



 
・文字列は、先頭ページの決まった位置 

 
  指定された位置に印字されている内容が、メッセージリストに表示 
  されます。 
 
・文字列は、先頭ページ内で位置は浮動 

 
  特定のキーワードを検索し、そのキーワードに後続する文字列が 
  メッセージリストに表示されます。 
 
 
 
設定は以上です。ここで設定した内容をＷｉｌＣｏｍｍに反映するために 
必ず、ＰＣ Ｓｅｒｖｅｒ上で動いているＷｉｌＣｏｍｍ関係ＪＯＢを停止 
／開始を行う必要があります。 
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２．ＷｉｌＣｏｍｍを運用するにあたってのご提案  
ＷｉｌＣｏｍｍで処理されたスプールファイルの送信状況や結果を 
管理するメッセージリストはＡＳ／４００側およびＰＣ Ｓｅｒｖｅｒ側と 
あります。 
 
通常の場合、ＡＳ／４００側メッセージリストの機能のみで運用できますが、 
送信エラーとなった場合に、ＡＳ／４００側メッセージリストでは、 
その送信エラーとなった原因を示すエラーメッセージを全桁表示することが 
できません。その際はＰＣ Ｓｅｒｖｅｒ側メッセージリストを使用して 
エラーメッセージの確認をする必要があります。 
 
そこで、一目でわかるように、ＡＳ／４００側メッセージリストに表示 
されるメッセージＩＤをＰＣ Ｓｅｒｖｅｒ側メッセージリストにも、この 
メッセージＩＤを表示するような設定を行います。 
 
前述１（画面項目：参照の表示内容設定）で、 
 
・スプールファイル属性 

 
があります。 
 
ここで、この設定を「ＵＳＲＤＴＡ」にします。この設定により 
ＰＣ Ｓｅｒｖｅｒ側メッセージリストにメッセージＩＤが表示されます。 
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【ＡＳ／４００側メッセージリスト】 

 
【ＰＣ Ｓｅｒｖｅｒ側】 
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